
※文字の大きさは Meiryo UI ／12 ポイント以上とし、行間・文字間、上下左右の余白は変更しないでください。 
※具体的に示したい図、写真、表、グラフなどは、（写真 1）（表 1）などと文中に記載し、右ページに（写真 1）（表 1）などと表記の上、貼り付けてください。 
※文章と図等を組み合わせながら作成することも可能です。各項目の枠の上下幅は変更可能です。 
※いずれの場合も、必ずＡ３片面１枚におさまるように作成してください。NITS大賞に応募する場合、ファイルサイズは５MB以下としてください。 

※事務局記入欄 

№ D-7 

【様式２】 

研修成果の活用レポート ※「NITS大賞」にエントリーされる場合は＜award@ml.nits.go.jp＞宛てメールにて、ご応募ください。 
所属名・氏名・修了した研修名 
 
徳島県立脇町高等学校 大久保邦博  
平成３０年度第１回次世代リーダー育成研修 

応募部門名 
 
４．校内研修プログラム開発・実践
部門 

活動名： 
主タイトル（12文字以内）：全教科における授業改善 
副タイトル（16文字以内）：「科学的思考力」の育成を目指して  
※どのような課題をどのような手法で解決したのか、わかりやすく伝える案件名を記入してください。 

解決すべき課題：※活動を行う前に、課題や目標をどのように設定しましたか？視点などを含めて記載してください。 
○SSH校として Society5.0 における新たな社会に求められる人材育成の必要性。 
○アクティブ・ラーニングの視点や教科の枠を越えたカリキュラム・マネジメントへの対応。 
○生徒間の協働と教員による科目間の協働 
            ↓ 
○「科学的思考力」の育成を目的とした全教科における授業改善 
目標・方針：※課題を解決するためにどんな仮説をたてて、活動内容を組み立てたのか、記載してください。 
「科学的思考力」を問題解決能力や論理的思考力を含む総合的な能力と捉え,「社会の様々な問題につ

いて，様々な情報と知識を組み合わせることで科学的に分析し，論理的に物事の本質を見極めることで解決
方法を見いだし，さらには自分の考えを的確にわかりやすく表現する能力や態度」と設定した。その育成のため
の指標を作成，生徒と教員が同じ目標を共有し，全教科における「科学的思考力」の育成を目指した協働
的問題解決学習(教科横断・アクティブラーニングなど)を行い，その効果の検証と授業改善を行う。 
活動内容：※方針・計画に基づいてどのような活動を行ったか、また、複数の活動を展開した場合はその位置づけや関連性を記載してください 
○年間 5回の教員研修(2回は講師招聘，3回は教員間のワークショップ)と 2回の研究授業・研究協議。 
○6 月・11 月に 2 週間の授業公開週間を設け，各教員は期間中に 1 回以上の協働的問題解決学習を
意識した授業を公開，２回以上の授業を参観することをノルマとして相互評価を行った。 

○「科学的思考力」の指標 SW-ingSLC【資料１】の作成とそれを活用した評価。  
○教員・生徒アンケートで成果と効果を検証。また，GPS-Academic検査(ベネッセ)による検証。 
○５・１０・２月に外部に対して公開授業，事例集の刊行，成果と課題を基に評価を行い改善を図る。 
活動の成果： ※課題設定に対して、どんな影響、変化あったか、職員や参加者の声など客観的な情報・データとともに記入して下さい。 
○GPS-Academic 検査の結果【資料３】においては，項目別評価レベル S，A の割合を平成 29 年度入
学生の１年次から 2 年次における成績推移で見ると，批判的思考力，協働的思考力，創造的思考力
のすべての項目で上昇が見られる。本校で実施している協働的問題解決学習を含めた科学的思考力を育
成するプログラムの効果であると考えられる。 

○SW-ingSLC による生徒の自己評価【資料５】から，各学年とも各項目の数値が時間進行とともに上昇し
ており，４月当初の数値は概ね学年が上がるほど高いことから，着実に科学的思考力が定着していると言
える。 

○教員アンケートからは「他教科とも話し合うようになった」「相互の学びあいが生徒はもとより，教員も確かなも
のになっている」「授業の目的が明確になり，授業が組み立てやすくなった」などの意見が見られ，教員間で
の学力観の共有や視野の広がり，授業づくりに大きく影響を与えていることがわかった。 

○外部からの参加者からも「科学的思考力の育成に効果的な協働的問題解決学習の試みを見ることができ
た」「普段からグループ活動に慣れている様子がわかった」等の肯定的意見をたくさんいただいた。 

○教材開発や授業研究の成果として教材を HP での公開，2019 年 2 月には『全教科における「科学的思
考力」育成のための事例集』【資料６】を刊行した。 

アピールポイント（アイディアや工夫）：※3～5 つ程度、箇条書きしてください 
○ケーラーの ARCS モデル(面白そう、やってみたい、できそうだ、やってよかった)【資料２】を活用した相互授業
評価。 

○SW-ingSLC【資料１】の作成により目標を共有し，全教科・全職員における取組であること。 
○外部への授業公開や成果報告会の実施，授業の内容を事例集として刊行，HP による公開等 
○教科の枠をこえた授業やシンキングツールを活用した授業づくり。 
 

【資料 1】 SW-ingSLC                  【資料２】 ARCS モデルによる授業見学シート 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

批判的思考力，協働的思考力，創造的思考力 
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【資料５】SW-ingSLC による生徒の自己評価 

【資料３】GPS-Academic の結果 【資料４】教員研修の様子          【資料６】事例集 


